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2023年（令和５年）
京バス協 鈴木会長が続投
 支局・京整振が特定取得でＤM
スズキ自販京都が社員大会
ＪＵのサマーキャンペ始まる
◀京レ協が社員総会開く
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京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
荒
木
律
也
会
長
）
は
６
月

19
日
、
総
会
と
理
事
会
を
開
き
、
第
15
代
会
長
に
平
島

竜
二
氏
（
56
、
岸
貝
物
流
）
を
選
出
し
た
。
副
会
長
は

蒔
田
良
夫
氏
（
58
、
京
三
運
輸
）
を
再
任
す
る
と
と
も

に
、
宮
本
昌
季
氏
（
57
、
エ
ム
ズ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
）

を
新
た
に
選
ん
だ
。
荒
木
前
会
長
（
荒
木
運
送
）
と
宇

野
賢
志
前
副
会
長
（
宇
野
エ
キ
ス
プ
レ
ス
）
は
そ
れ
ぞ

れ
相
談
役
に
就
任
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
新
執

行
部
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
考
え
。（
２
面
に
関

連
記
事
）

　

総
会
を
一
時
休
会
し
て
行

わ
れ
た
理
事
会
で
理
事
の
互

選
に
よ
り
決
定
し
た
。
そ
の

後
再
開
し
た
総
会
で
、
平
島

新
会
長
は
「
京
都
や
近
畿
の

業
界
を
け
ん
引
で
き
る
よ
う

責
任
持
っ
て
職
責
を
全
う
し

た
い
。
運
送
事
業
者
は
２
０

２
４
年
問
題
が
一
番
の
課

題
。
荷
主
企
業
と
の
取
引
条

件
見
直
し
、
労
働
時
間
の
問

題
、
燃
料
価
格
高
騰
と
い
っ

た
い
ろ
い
ろ
課
題
を
抱
え
て

い
る
が
、
京
ト
協
の
全
会
員

１
１
０
７
社
が
廃
業
や
倒
産

す
る
こ
と
な
い
よ
う
尽
力
し

て
い
く
」
と
強
調
。

　

そ
の
上
で
、「
24
年
に
15

％
の
運

送

会

社
、
労

働
者
が

減
る
と

言
わ
れ

て

お

り
、
30

年
に
は

34
％
ま

で
拡
大

す
る
そ
う
だ
。
標
準
的
な
運

賃
を
収
受
で
き
る
よ
う
ま
ず

は
荷
主
企
業
と
値
上
げ
交
渉

を
し
て
ほ
し
い
。
原
資
が
な

け
れ
ば
ド
ラ
イ
バ
ー
の
給
料

を
上
げ
る
こ
と
や
労
働
環
境

を
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
会
社
存
続
の
た
め
に
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
へ
の
取
り
組
み
も

求
め
ら
れ
る
。
全
会
員
が
安

心
・
安
全
を
守
り
安
泰
な
会

社
に
育
つ
よ
う
全
力
で
進
ん

で
い
き
た
い
」
と
決
意
表
明

し
た
。

　

ま
た
、
退
任
役
員
を
代
表

し
て
荒
木
前
会
長
は
「
50
歳

で
副
会
長
に
就
任
し
４
期
８

年
。
金
井
清
治
元
会
長
か
ら

指
名
を
受
け
会
長
を
３
期
６

年
務
め
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
皆

さ
ん
苦
労
さ
れ
た
と
思
う

が
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
日
常
生
活
に
必
要
な

従
事
者
）
と
し
て
物
流
は
止

め
ら
れ
な
い
―
と
物
資
や
医

療
品
を
届
け
て
く
れ
た
こ
と

40
〜
50
代
で
半
数

23
︱
24
年
度
理
事

　

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

２
０
２
３
―
24
年
度
の
理

事
・
監
事
な
ど
が
決
ま
っ

た
。
新
理
事
は
６
人
。
理
事

22
人
中
、
40
代
が
１
人
、
50

代
10
人
、
60
代
６
人
、
70
代

５
人
と
50
代
が
最
も
多
い
構

成
と
な
っ
た
。

　

新
理
事
・
監
事
、
相
談

に
感
謝
し
た
い
。
人
手
不
足

は
全
産
業
共
通
の
問
題
で
、

全
業
界
が
ラ
イ
バ
ル
。
労

働
条
件
を
良
く
し
て
い
か
な

け
れ
ば
働
く
人
は
減
っ
て
い

く
。
平
島
新
会
長
の
下
、
一

致
団
結
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
退
任
あ
い
さ
つ
と
と

も
に
、
新
体
制
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

役
、
顧
問
は
次
の
各
氏
。

　
【
会　

長
】
平
島
竜
二

（
再
、
岸
貝
物
流
）

　
【
副
会
長
】
蒔
田
良
夫

（
再
、
京
三
運
輸
）
▽
宮
本

昌
季
（
再
、
エ
ム
ズ
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
）

　
【
理　

事
】
安
田
敏
英

（
再
、
河
嶋
運
送
）
▽
村
尾

直
則
（
新
、
舞
鶴
運
輸
）
▽

大
島
隆
彦
（
再
、
港
梱
包
）

▽
中
嶋
守
（
再
、
流
通
シ
ス

テ
ム
ナ
カ
ジ
マ
）
▽
松
本
文

宏
（
再
、
松
本
運
送
）
▽
三

木
昇
（
新
、
大
晃
運
送
）
▽

藤
木
哲
也
（
新
、
藤
建
）
▽

増
田
敏
（
再
、
才
賀
運
輸
）

▽
山
本
敏
裕
（
再
、
山
本
清

掃
）
▽
鈴
木
章
（
再
、
京

都
三
運
社
）
▽
小
寺
俊
郎

（
新
、
山
代
運
送
）
▽
内
藤

晴
之
（
再
、
内
藤
運
輸
）
▽

藤
田
博
（
再
、
ヘ
ッ
グ
）
▽

家
原
豊
（
新
、
マ
ル
シ
ョ
ウ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）
▽
杉
本

哲
也
（
再
、
和
束
運
輸
）
▽

岡
本
美
知
由
（
新
、
桜
急

送
）
▽
井
尻
憲
司
（
再
、
京

都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）
▽
山

田
博
之
（
同
）
▽
竹
谷
喜
彦

（
同
）

　
【
監　

事
】
朴
木
純
一

（
朴
の
木
運
送
店
）
▽
伊
庭

孝
明
（
山
城
運
送
）
▽
村
田

敏
行
（
弁
護
士
）

　
【
相
談
役
】
荒
木
律
也

（
荒
木
運
送
）
▽
宇
野
賢
志

（
宇
野
エ
キ
ス
プ
レ
ス
）

　
【
顧　

問
】
繁
本
護
（
元

衆
院
議
員
）
▽
中
川
郁
子

（
弁
護
士
）

決意表明する平島新会長

第15代会長に平島氏京ト協

「安心・安全守り安泰な会社育成サポート」

顧客・車両・履歴管理 伝票作成業務 顧客アプローチ業務

クラウド型自動車整備業務支援システム クラウド型鈑金業務支援システム

TEL 075-661-1050  FAX 075-661-1051
〒612-8418　京都府京都市伏見区竹田向代町51-5　京都自動車会館5F

www.broadleaf.co.jp
京滋
営業所

ブロードリーフの新しいクラウドはじまる
らくらく導入、かんたん操作。

『日常業務の効率化』をサポート!

詳細はQRコードを読み込んでください

月額契約のサブスク対応

PC、タブレット、スマホ対応
必要な機能を自由に組み合わせ

定員16名から166名などの
各会議室があります。

︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

　

３
月
の
京
滋
地
区
の
景
気

は
、
改
善
ト
レ
ン
ド
を
保
ち

つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
の
水
準

を
維
持
す
る
に
と
ど
ま
っ

た
。

　

対
前
月
で
は
個
人
消
費
、

観
光
、
設
備
投
資
、
住
宅
投

資
、
公
共
投
資
、
生
産
、
雇

用
・
所
得
全
て
の
指
標
が
ほ

ぼ
横
ば
い
の
総
合
判
断
。
日

本
銀
行
京
都
支
店
が
こ
の
ほ

ど
公
表
し
た
。

　

支
店
に
よ
る
と
、
主
要
小

売
業
販
売
額
は
前
年
比
５
・

４
％
増
な
が
ら
プ
ラ
ス
幅
は

わ
ず
か
に
縮
小
。
京
都
の
百

貨
店
売
上
高
、
ス
ー
パ
ー
販

売
額
も
増
加
し
た
半
面
、
家

電
販
売
額
は
下
落
し
た
。

自
動
車
関
連
で
は
、
乗
用

車
販
売
が
供
給
正
常
化
に

は
い
ま
だ
至
ら
な
い
も
の

の
、
７
カ
月
連
続
で
上
向

い
た
。

　

観
光
分
野
は
、
京
都
市

内
の
主
要
ホ
テ
ル
宿
泊
客

数
が
98
・
４
％
増
と
引
き

続
き
改
善
。

　

設
備
投
資
は
、
製
造
業

が
能
増
投
資
、
非
製
造
業

が
店
舗
や
事
業
所
の
改

装
・
増
設
で
共
に
全
体
を

押
し
上
げ
、
前
年
を
上
回

る
計
画
。

　

住
宅
投
資
分
野
は
、
府
内

の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
19

％
減
な
が
ら
横
ば
い
圏
内
。

公
共
投
資
分
野
は
、
府
内
の

和
装
関
連
は
依
然
低
水

準
。

　

雇
用
・
所
得
環
境
は
緩

や
か
に
改
善
し
、
物
価
は

食
料
な
ど
の
値
上
が
り
で

上
昇
。

　

貸
出
、
実
質
預
金
は
増

加
し
て
い
る
。

京
滋
の
景
気
、な
お
横
ば
い

３
月 

自
動
車
は
７
カ
月
連
続
増

公
共
工
事
請
負
金
額
が

36
・
６
％
前
年
を
下
回

る
も
、
高
水
準
で
推
移
し

た
。

　

生
産
は
、
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
が
弱
含
み
。

汎は
ん
よ
う用
・
生
産
用
・
業
務
用

機
械
は
緩
や
か
な
増
加
傾

向
で
、
輸
送
用
機
械
は
持

ち
直
し
の
様
相
。
窯
業
・

土
石
は
復
調
の
兆
し
が
一

服
し
、
化
学
は
横
ば
い
、


